
1・２月
合同号

【発行元】てのひら訪問看護リハビリステーション
【事業所番号：3960190472】
【住所】〒780-8081 高知県高知市若草町16番5号A棟
【TEL】088-821-9668 【FAX】088-821-9667

スタッフブログ更新中♪チェックしましたか？

てのひら訪問看護リハビリステーション HP
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第９号てのひら通信

職員の学会・研修会への参加（令和2年11月・12月）

「治す医療」と「支える医療」

■認知症の方と家族の方の不安を少なくする対応方法
「認知症ちえのわnet」の病院での活用 （１１月３日）

■緊急企画 新型コロナウィルス感染症
～どう考え行動すべきか～（１１月２９日）

■日本アロマセラピー学会（１２月５・６日）

温故知新！

コロナ禍でも自己研鑽続けています♪
国立研究開発法人国立長寿医療研究センター リーフレットより

コグニサイズとは？

「コグニション（認知）」と
「エクササイズ（運動）」
を組み合わせた造語。
脳とからだの機能を効
果的に向上させることを
狙います♪

(愛媛新聞 2020年11月25日（水） 四季録 たんぽぽクリニック医師・永井康徳)

結構難しいので大勢ですると
笑顔のタネになるかも!?

「治す医療」とは、患者を治し施す医療のこと。救命のため患者
さんの価値観や生き方を確認する時間はありません。一方で、「支
える医療」とは、その人らしく生きることを支える医療のこと。病
気や老化は治せなくても心身の痛みを緩和することはできます。ど
ちらも必要で大切だと思います。
ただ今後は多死社会を迎える日本では加齢により介護や医療を必

要とする人が爆発的に増えるため、「治す医療」ではなく、その人
の生き方に寄り添いながら暮らしをサポートする「支える医療」は
さらに必要になってくるでしょう。

人は生まれたらいつか必ず亡くなることに向き合います。

“てのひら”は、最期までその人らしくよりよく生きることを支援
していく「支える医療」の進化に向き合っていきたいと思います。

認知症予防のリハビリテーションについて


